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（仮称）勉強会のテーマまとめ
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第４回懇談会でまとめたテーマ案

No. テーマ 関連事項

１ 水・自然環境 水循環、水質

２ 水辺・水面の活用 関わる人の輪を広げる、ＰＲ

３ 教育 未来の境川の活動主体の育成、子どもたち

４ 文化 歴史・浦安らしさ

５ 防災 水害、液状化、堤防、歴史

参加人数やテーマごとの関連性等を考慮し、事務局において再編

：すべてのテーマにかかわるもの



（仮称）勉強会テーマ

水辺・水面
の利用

水・自然環境 歴史・文化

浦安らしさ

教育
防災
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テーマの関係イメージ

「浦安らしさ」「教育」「防災」は、分野横断的なものとして、
各テーマで留意すべき事項とする。

関係 関係

関係



（仮称）勉強会テーマ

テーマ（案）
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No. テーマ 小分類、キーワード等

１ 水・自然環境 • 水質改善
• 自然環境（緑、公園等）
• 教育・学習（環境、防災）

２ 歴史・文化 • 歴史（水害と関わってきた歴史、それにより得た知恵等）
• 文化（地域資源、景観等）
• 教育・学習（歴史、文化）

３ 水辺・水面の利用 • スポーツ、レクリエーション
• 日常生活における境川利用（散策、憩いの場、親水空間等）
• にぎわい創出（イベント、カフェ等）
• 教育・学習（ルール・マナー、防災）（潮位の変動、高潮等）

※３テーマとしているが、議論する中で分割、統合してもよい。
※小分類、キーワードは、第４回懇談会の結果をまとめたもの。



（仮称）勉強会の概要

①目的
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• 今後、拡充したい活動内容（自身で行いたいもの、誰かにやってもらいたいもの）の議論
• かわまちづくりや、境川の環境等について学ぶ
• 参加者同士の連携強化
• かわまちづくりを行っていく人材（詳しい人、経験のある人）の発掘

②取り組みの例

• ワークショップ
• ヒアリング・講演会
• 現場見学

参加者の皆さんが主体的に実施していただくものです。

③参加者

• はじめは懇談会参加者で開催
• 段階的に参加者を増やしていくことも可能
• ひとつの団体から複数名の参加も可能
• 議題等により市の担当課も参加

「詳しい」「経験がある」方をご存じなら
教えていただきたい



（仮称）勉強会の概要

④開催形式例
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1. 対面方式（会議室）
市役所会議室、公民館など

2. 対面方式（現地）
例えば、カヌー練習場所、花壇ボランティア場所、市役所前の親水施設、新橋の広場など

3. ＷＥＢ方式（会議）
新型コロナウイルス対策、会場に集まれない方の参加、聞くだけ参加もしやすい

⑤開催時間例

1. 平日の夜
平日18：00以降から開催など

2. 休日の日中
多くの方・多様な世代が参加可能、子どもを連れての参加もあり

3. 平日の日中

開催形式や開催時間は、皆さんで自由に決められます。



（仮称）勉強会と懇談会の関係

（仮称）勉強会

具体的な取り組みや活動
キーワード

懇談会⇒協議会

目標
基本方針

テーマごとの連携・関係

境川かわまちづくり計画

ボトムアップ

ブレイクダウン

ソフト・ハード一体となった利活用と修景整備

賑わいの創出・魅力向上
市だけでは
実現不可能

市民要望や団体の活動・利活用
の方向性を取り入れる

より深い議論

令和４年度 令和５年度

・（仮称）勉強会で具体的な取り組みや活動等を議論
・第６回懇談会で基本方針等を議論

・（仮称）勉強会で具体的な取り組みや活動等を議論
・協議会において、かわまちづくり計画を策定・登録



次回の懇談会の意見交換（案）

No. テーマ 小分類、キーワード等 アウトカム
（獲得する成果や効果）

１ 水・自然環境 • 水質改善
• 自然環境（緑、公園等）
• 環境教育
• 防災学習（水位管理）

２ 歴史・文化 • 歴史（水害と関わってきた、それにより得た知恵等）
• 文化（地域資源、景観等）
• 歴史・文化学習
• 浦安らしさの発見・再確認

３ 水辺・水面の利用 • スポーツ、レクリエーション
• 日常生活における境川利用（散策、憩いの場、親水空

間等）
• にぎわい創出（イベント、カフェ等）
• ルール・マナー教育
• 防災教育（潮位の変動、高潮等）

グリーンインフラな
ど周辺を含めてよく

する

まちへの誇りや
愛着

経済効果や人との
繋がり・新たな

コミュニティの創生

ここが柱（基本
方針）になるの
で、懇談会で議

論したい。
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境川かわまちづくりの柱（基本方針）

次回懇談会は１１月を予定。
それまでに、各勉強会を開催し、基本方針について議論したい。



（仮称）勉強会をスタートするにあたり

勉強会をスタートするにあたり、皆さんと決めたいこと
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①あり方 どんなことをしていくのか？

例えば、テーマについて学びあう、新たな活動を提案・議論する、やり

たいことを実施する・・・

②名称 あり方を踏まえて、どんな名称がよいか？

名称を議論することで、軸足の置き方や運営方法が見えてくる。

③メンバー まずは、懇談会参加者のメンバーを決める

懇談会参加者を中心としながら、メンバーを増やしていく。

市は、事務局として、日程調整、会場提供等をサポートします


